
マツ葉枯病の防除試験

はじめに

徳重陽山(1)

清原友也(2)

マツの葉枯病は Ce向。spora pini-densifloae HORI et NAMBU によって起こる病害とされているovs〉mり

本病はおもに九州および四国に分布しているが，特に南九州において被害が大である。鹿児島県では，年

によって本被害を激しく受ける場合があるために，マツ苗の生産量が一定せずマツ苗の需給計画に支障を

きたしている。また，育苗家の話によると，年によっては山出し苦の 9 割が枯損することがあるそうであ

る。したがって，この被害の防除方法を早急にたてることが要望され，とりあえず，マツの葉枯病防除に

対する有効農薬の選定および散布時期の決定についての試験を昭和 34 年に行ない，その一部については

すでに発表的した。昭和 35 年，消毒した稚苗と未消毒の稚首を床替えして被害状態を調査したので，昭

和 34， 35 年の試験結果を全部まとめてここに報告する。本研究のご指導をいただし、た今関保護部長，伊

藤樹病科長，本研究を実施するにあたり，こ.協力いただいた熊本営林局油田係長，出水営林署の各位，特

に駿河課長，出水農林事務所の各位，特に向井野勝美氏，共同試験をご承諾実行し、ただいた鹿児島県林業

試験場の田上場長，川畑技師の諸氏に深謝します。

工 各種農薬による防除試験

1. 試験の実行および計画

試験地:九州支場苗畑 2 カ所(熊本市黒髪町下立田)，出水営林署苗畑 2 カ所 (鹿児島県出水郡高尾野

町大字大久保)，出水営林署苗畑付近の民間苗畑 1 ヵ所，鹿児島県林業試験場苗畑 1 カ所 (鹿児島県恰良

郡蒲生町〉。

供試材料:九州支場苗畑に使用したマツ苗は出水市の業者から健全稚首と罷病稚苗の 2 組を貰い受けて

別 hに移植した。品種はクロマツであった。

出水営林署苗畑に使用されたマツ苗は同苗畑で播種育苗した健全なクロマツ稚苗であった。民間苗畑に

使用されたマツ苗は鹿児島県の依託苗畑で育酋されたクロマツ稚苗で‘あった。鹿児島県林業試験場苗畑に

使用されたマツ苗は同試験場で播種育苗されたクロマツ稚苗であった。すなわち，クロマツ稚苗を床替え

して，この床替え苗に対して薬剤試験を行なったD

施肥:各苗畑で慣行されている施肥法によって行なわれた。

薬剤IJの種類および濃度:第 1 表のとおりである。

液剤について展着剤リノーを添加した。

散布の方法およひ官布時期:液剤はひしゃく型噴霧器で所定量を散布した。粉剤はガーゼを二重にして

(1) 九州支場保護研究室員・農学博士 (2) 九州支場保護研究室員
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第 1 表薬剤の種類・濃度・散布量

薬剤の種類 護 度 散散布量粉および量

1. ボノレドー液 4-4 式 (6 斗式〉 180 ccfm2 

2. 水銀乳剤 1.81 に 2cc イシ

3. ダイセン水和剤 1.81 f'こ 4g イシ

4. ボルドー液+有機水銀河l 4-4式(6 斗式〕ボノレドー+有機水銀剤(1 ， 0∞倍〉 イシ

5. オーソサイド水和斉Ij 1. 8 1 fこ 4g イシ

6. サンボノレドー粉剤 4g!制2

7. フジボノレドー粉剤 。

8. セレサン石灰 今

9. ダイセン粉剤 タ

10. 無散布 今

所定量を包み込み，振動を与えながら散布したコなお隣接の試験区に薬剤がかからぬように， 1 試験区ご

とに板で囲いながら散布した。散布月日は昭和 34 年 4 月から 11 月の間，原則として 1 日と 15 日に定

めて散布した。

試験設計: 9 種類の薬剤散布区に無散布区を加え，計 10 試験区とし，これを 4 回反復の乱塊法に基づ

いて第 1 図のごとく配置した。

1 試験区は約 1 m2 とし，約 100 本のマツ稚苗を植え付けfこゐ

1 I~819110121514161113 1 

II 18 1 3 1-1 1-6 1 4 1 2 1 5 [10 1 9 [ 7 I 

1II 16[81711110131514191~I 
IVI10161514131719181211 I 
試験区の数字は第 1 表の数字に相当する薬剤を散布した。

第 1 図 試験区の配置

被害指数:苗の被害程度を 6 段階に分けた。その判定基準は第 2 図のとおりとした。

枯死…・5，重害・…・・4，中害・…・・3，軽害…・・久 微害・…・・1 ， 健全…・・ O という被害指数を与え， (1)式

によって各区の被害指数を算定し，その数字を使って統計処理を行なった。

1 試験区平均被害指数=_Qno+1n，+2山+3n3+4n，+5n5 ・ H ・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・-・(1)
N 

0, 1, 2, 3, 4, 5…・・・被害指数， no , nl , n2 , n3J n4 , ns …・・被害指数別の本数. N…・・・総本数

健全
。

~lit客 車圭害 中曽 宣誓

1 2. 3 斗

第 2 図 被害指数と被害程度

枯死

5 
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試験結果2. 

試験結果は第 2 表に示すとおりである。

薬効の順位に従って薬剤を並べてみると第 3 図のとおりとなり，有意差によってグループ分けをすると

5 グループとなるp

各種薬剤の薬効試験

ボ 水 ダ ボ有 オ和 サ剤 フ剤 セ ダ 無
ノレ

イ ル機 1:剤 ン ジ レ イ
銀 セ ソ ボ ボ サ セ

場所 ド ユノ ド+水 ザ ノレ ノレ
ン ン

散
手L 水 銀 イ ド ド

粉和 ド 石

液 淘j 淘l 液淘l 水 粉 粉 灰 -淘j 布

州場九支(A知爵;jイ,j 
1 0.9 2.1 2.2 0.5 1.9 1.9 2.3 2.7 2.8 2.7 
2 1.1 2.3 1.9 0.4 2.5 1.8 2.3 2.3 2.9 2.7 
3 0.7 2.4 1.9 0.4 2.8 2.3 1.9 2.7 2.4 2.7 
4 0.9 2.5 1.6 0.5 2.7 2.5 2.0 2.2 2.5 2.8 

平均 0.90 2.33 1. 90 0.45 2.48 2.13 2.13 2.48 2.65 2.73 

州支場九(B百畑)l1 <l l 

l 0.1 0.5 0.4 0.1 1.3 1.4 0.2 0.6 0.7 0.5 
2 0.1 0.6 0.2 0.0 0.7 0.3 0.2 1.6 0.2 0.4 
3 0.1 0.5 0.1 0.0 0.4 0.2 0.3 0.3 0.3 0.6 
4 0.1 0.6 0.3 0.0 0.8 0.3 0.2 1.0 1.0 0.5 

平均 0.1 0.55 0.25 0.03 0.80 0.55 0.23 0.88 0.55 0.50 

I 1.7 2.7 3.1 0.9 2.7 2.9 3.0 2.9 2.9 2.6 
2 0.7 2.3 2.7 0.5 3.2 2.4 2.2 3.3 3.3 3.1 
3 0.6 2.9 2.1 0.6 3.1 2.7 1.9 3.1 2.2 3.3 
4 0.8 2.4 2.1 0.5 2.6 2.4 2.0 2.9 2.9 3.3 

平均 0.95 2.57 2.50 0.63 2.90 2.60 2.27 3.05 2.82 3.07 

I 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.2 0.0 0.1 0.1 0.7 
2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.7 0.0 0.1 0.3 0.5 0.9 
3 0.0 0.2 0.2 0.0 0.7 0.1 0.2 0.2 0.0 0.6 
4 0.0 0.5 0.1 0.0 0.7 0.1 0.1 0.1 0.4 0.5 

平均 0.0 0.23 0.08 0.0 0.6 0.1 0.1 0.18 0.38 0.68 

0.4 l 伺 5 1.1 0.7 2.2 0.7 0.8 0.7 1.7 1.8 
2 0.4 2.2 1.0 0.2 2.7 0.6 1.3 2.1 2.2 2.3 
3 0.2 1.6 1.1 0.2 2.4 0.8 0.7 1 .1 1.4 2.1 
4 0.2 1.5 1.0 0.1 2.2 0.4 0.7 1.8 1.8 2.4 

平均 0.30 1.70 1.05 0.30 2.38 0.63 0.88 1.43 1.78 2.15 

第 2 表
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要するに液剤，粉剤をとわず銅製剤が最も有効でら

り，有機水銀剤の添加によってさらにその効果をあげ

林業試験場研究報告

ることができる。

試験地聞に顕著な有意差が認められるので，被害地
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グループ分けすると 5 グループとなる。第 4 図

九州支場苗畑 (A) には擢病苗，同 (B) には健全苗を植栽して試験したので‘あるが，薬剤lによる防除

効果は (A) ， (B) ともに認められるけれども，全体としての被害の程度は (A) の方がはるかに大きい。

すなわち，稚苗が健全であるか，擢病しているかによって床替え後における被害程度はほぼ決定されるよ

5 である。出水の民間苗畑と出水営林署の苗畑における被害程度の差も同様な原因によるものと思われる。

薬剤の散布時期試験E 

試験の実行および計画1. 

試験地，供試材料，施肥，被害指数に関しては前に同じである。

薬剤の種類および濃度:ウスプルン (1 ， 000 倍〉加用ボルドー液 (4-4 式)， 180 cc/m2 を施用。

散布の方法および散布月日:ひしゃく型の小型噴霧器で所定量を散布した。隣接の試験区に薬剤がかか

らぬように板でかこって散布する。

散布月日は月の 1 日 ， 15 日を原則的に散布月日とし，散布期間は 4~11 月， 4~10 月， 4~9 月， 4~ 

9 4 月だけ，無散布， 5~11 月， 6~11 月， 7~11 月， 8~11 月，8 月， 4~7 月， 4~6 月， 4~5 月，

とした。~11 月， 1O~11 月， 11 月だけ，

試験設計:第 5 図のごとく薬剤散布の都合上順次配置した。鹿児島県林試苗畑だけは 3 回反復を行なつ

たが，他の試験地は 1 回だけ行なって傾向を見た。

試験区の聞置第 5 図

試験結果2. 

試験結果は第 3 表のとおりであり，その傾向を図示すれば第 6， 7 図のとおりである。

薬剤散布の時期別試験

場所名 Lょ君!布 4~ 4~ 4~ 4~ 4~ 4~ 4~ 
対照

5~ 6~ 7~ 8~ 9~ 1O~ ll~ 

10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 11 月 11 月 11 月 11 月 11月 11 月 11 月

1 0.5 0.6 0.5 0.9 1.4 2.1 2.7 2.9 3.7 0.410.8 2.33.43.2l3.02|1 一
2 0.4 0.6 1.2 1.6 2.9 3.8 3.7 3.7 2.4 0.41 1.2 2.61 3.21 3.6 4. 
3 0.3 0.5 0.6 1.2 2.6 2.7 3.1 2.8 3.2 0.5 1.4 2.6 2.1 2.3 2.7 
平均 0.4 0.6 0.8 1.2 2.3 2.9 3.2 3.1 3.1 0.4 1.1 2.5 2.9 3.0 3.3 

九州支場苗畑 0.1 0.1 0.0 0.0 0.3 0.7 0.5 0.9 0.6 0.1 0.1 0.0 0.3 0.4 

出水営林署苗畑 l 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.5 0.7 0.9 1.0 0.1 0.1 0.1 0.4 0.8' 0.8 0.8 

出水民間苗畑 l 0.2 0.2 0.2 0.1 0.3 1.7 2.2 2.7 2.5 0.2 0.4 0.7 1.0 2.21 1.6 2.1 

第 3 表
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第 6 図 薬剤散布期間と被害指数の関係 第 7 図 薬剤散布期間と被害指数との関係、

直 消毒および未消毒稚苗を床替えした後の被害状態

1. 試験の実行および計画

試験地:九州支場苗畑

供試材料:供試材料は鹿児島県林業試験場で育成したクロマツの稚苗であるコ

消毒苗は，クロールピクリンで土壌消毒を行なった床に播種し，発芽後，月 2 回の割合で 4-4 式 (6斗

ー式〉ボルドー液の散布をつづけて育苗したものである。未消毒苗は全然消毒を行なわなかった苗である。

試験設計: 1 試験区約 1 m2 としその中に 100 本の稚苗を植え付けた。消毒稚苗 5 区 500 本，未消

:毒稚苗 5 区 500 本を第 8 図のごとく配置した。各試験区の聞に 1 m2 のヒノキ 2 年生苗区を設けて，他の

i区への病菌の伝染を防いだ。全区は 1 年間薬剤散布を行なわず放置し， 11 月調査を行なった。

|ヒノキ|謹|ヒノ件苗|ヒノキ|謹|ヒノキ|消毒菌|ヒノキ|謹 1

I~.æFl言語トノキ|吋二|謹|二戸F4

2. 試験結果

試験結果は第 4 表，第 5 表，第 6 表に示すとおりでおる。

第 4 表消毒苗と未消毒苗の被害指数

消毒苗 2.4 

2 3 4 5 平均

未消毒苦 3.1 3.3 

2.2 

3.0 

1.9** 

3.1 

第 5 表消毒苗と未消毒苗の枯死率

51 

ハ
U
R
J
V

咽
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「D

24 
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20** 

ギ主主竺| 2 4 5 平均

消毒苗(%)

未消毒苗(%)

26 

61 
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第 6 表消毒菌と未消毒菌の苗高

処-------理~、反------~-復I 2 3 4 5 平 均

消毒苗 (cm) 21.4 26.7 25.0 23.3 22.1 23.7** 

来消毒苗 (cm) 15.7 17.2 19.3 17.7 15.4 17.0 

第 4 表に閉らかなごとく，消毒苗の被害指数は未消毒苗よりはるかに小さい。したがって，床替え苗の

発病および被害程度は，稚苗が罷病しているか，健全であるかによって非常に影響されるということがわ，

かる。昭和 35 年は床替え時に非常な皐舷がつづいたために多数の枯死苗が出たが，未消毒苗の枯死が特

に多く，苗として不良であることを第 5 表は示している。また，活着した苗でも未消毒苗は成長が悪いこ

とを第 6 表は示している。

要するに擦病している稚苗は優良な苗にならないことがわかる。

IV 論議

本病について川畑6) は各種農薬の薬効試験を行なったが，粉剤，液剤を通じて銅製剤が有効である結果

を得ている。この結果は，筆者らの試験と一致している。スギの赤枯病に対して野原らめ叶めが行なった薬

剤防除試験の結果は銅製剤が有効であった。これは同属の病菌による病害であるから同一傾向が現われた

のではないかと思われる。

なお本試験結果では，ボルドー液にウスプノレンを加用した場合の方がボルドー液だけ散布した場合より

も統計的に有効であることが認められた。しかし両者の被害指数の差はあまり大きな値ではないから，

必ずウスフ勺レンを加用しなければならないというほどのものでもなさそうである。

擢病稚苗を床替えした九州l支場苗畑 (A) の無散布区の被害指数は 2.73 であり，健全稚苗を床替えし

た九州支場苗畑 (B) の無散布区の被害指数は 0.50 であった。すなわち稚苗が穣病しているか，いない

かという点が，床替え後の被害程度を左右する大きな要因であることがわかった。 さらにこれは昭和 35-

年に行なった追試験によって確かめられた。要するに本病を防除するためには，播種後稚苗の時代から十ー

分薬剤散布によって無病苗を育成することが大切である。

薬剤散布の開始時期については， 4~11 月まで散布した区と有意差のゐるのは 6~11 月まで‘散布した区

であるから 5 月から散布を始める必要がある。散布をやめる時期は， 4~11 月まで散布した区と 4~8

月まで、散布した区の聞に有意差が認められるから， 9 月までは散布する必要がある。したがって， 5~9 

月の聞はぜひ散布する必要がある。しかし 4~9 月まで散布した区と， 4~11 月までの散布区の被害指

数は統計的には有意差は認められないが，かなり大きい差がゐるので， 10 月まで散布する方が無難であ

ると恩われる。したがって，実際上は 5 月初旬から 10 月中旬まで，月 2 回散布すれば十分であろう。な

お，最も病害が激化しやすく，薬剤散布を十分行なわねばならぬ時期は， 6 月初旬から 7月までの間のよ

うである。川畑が行なった薬剤散布の適期に関する試験結果は，ほぼ本試験結果と一致しているから，マ

ツ葉桔病に対する薬剤散布の適期に関しては間違いのないものと恩われる。



マツ葉枯病の防除試験 (徳重・清原〉 - 21，ー

V 要約

マツの葉枯病に対する防除試験として，有効農薬の選定，散布時期，その他について試験を行なった。

1. 液剤，粉剤ともに銅製剤が有効であり，ウスプルン加用 (1， 000 倍〉の 4・4 式ボルドー液 (6 斗

式〉が最も有効であった。

2. ~ツの葉枯病は 5 月初旬から 10 月中旬まで， 月 2 回上記ボルドー液を散布すれば十分防除でき

る。なお，薬剤散布の時期中，最も重要な時期は 6 月から 7 月である。

3. 薬剤散布をしなかった稚苗を床替えした場合は，床替え苗は激しく本病害に侵されj 一方，十分に

薬剤散布を行なった稚苗は，床替え後，薬剤散布を行なわないでも病害はある程度でとまっている。した

がって，本病を防除ずるためには，稚苗の薬剤消毒を早期から十分行なうことが肝要であり，とーれら無病

J稚苗を床替えして，さらに十分薬剤散布を行なえばよいのである。
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Control Experimen旬。n Needle Blight of Pinus thunbergii. 

Y�an TOKUSHIGず and Tomoya KIYOHARA* 

(R駸um�) 

Th~ needle blight of Pinus (Pinus th側bergii P ARL. and Pinus densiflora SlEB. et Zucc.) ha島

加en the most sev釘'e di翻se at t,he nursぽies in Ky皛h!� district. It is the purpose of this. 

papぽ句 report the r，国ults of the control 包.perim阻ts on need1e blight carried out in 1959 and , 

1960. 

1. As the result of ∞mparison test wi也 nine fungicides for control of nl民謡le blight in 

:five nurserie昌'. Bordeax mixture with Uspulun spray gave the best control to the 2-y回r-old，

銃犯d1ings.

2. The spraying sho叫db句in 偲rly in May and ∞utinue ti1l mid-Ocωbぽ twice a month. 

The most important pぽiod for the spraying may be 伺rly in June to mid-J叫y.

3. The non-∞Introlled 1 ・y伺r-old 鉛edlings 紅'e sevぽely attacked af鈴r being transplanted 

in ぬ.e next nur挺ry bed. while the we11 ∞ntrolled ones are not 釦 attackecl. To free 2・y伺F

old 舵edlings 阻tire1y of need1e blight. the spraying should begin 筑氾n after germination an&, 

C閣tinue at regular intぽva1s.

• 

キ Laboraωry of For，鎚t Pathology. Ky皛ht� Branch Station of the Govぽnment Forest 

Experiment Station. Krokami, Kumamoω， Ja戸m.


